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PET は陽電子放出核種を用いて血流や代謝を検査する画像診断法である。現在、実用化されて

いる PET核種はいずれも半減期が短いため、代謝などの時間がかかる反応を調べることができな

い。そこで近年、長半減期の新 PET核種として 64Cuが注目を集めており[1]、加速器中性子源を用

いた 64Zn(n,p)64Cu 反応による製造法[2]が着目されている。本研究では、加速器中性子源を用いた

医療用 RI 製造シミュレーションに必要な二重微分中性子収量(Double Differential Thick Target 

Neutron Yield: DDTTNY)の取得を目的とした。 

今回、我々は東北大学 CYRICにて Cと Beの(d,n)反応による DDTTNYを多重箔放射化法で測

定した。両者の厚みは 16 MeV重陽子の飛程より十分厚くした。サイクロトロンで重陽子を 16 MeV

まで加速し、中性子コンバータである Cもしくは Beに入射した。生成した中性子を 122.5 mm下

流の 0度方向に設置した多重箔(Al, Fe, Ni, Co, Zn, Zr, Mo, Au)に照射した。なお、照射中のビーム

電流は約 1 µAであった。照射時間は標的が Cの時は約 12時間、Beの時は約 13時間とした。照

射後、放射化箔から放出されるガンマ線を Ge検出器で測定し、生成核種の照射終了時における核

種生成量を算出した。得られた核種生成量から Unfolding 手法を用いてそれぞれの標的での

DDTTNY を導出した。その結果を図 1 に示す。本講演では、それぞれの標的での DDTTNY や

64Zn(n,p)反応による 64Cuの製造量予測について詳細に報告する。 

 
図 1. Cと Beの(d,n)反応の DDTTNY 
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